






































































































































は、もとの順徳院の和歌か 離れて 「まがふ」 例歌として挙げた続古今 和歌を踏まえた三条西実隆の詠歌に触れ、詠歌の新しい趣向のしつらえ方に言及する。
24〜
26項目の歌会歌の添削の場合もそうであるが、単に和歌一首を添削し






















































































































































































































サテ、シタフ 忍ぶトヲナジ事ナリ。サレドモ、昔アリタル事ナドヲバ、 タフトハイハズ 忍ブトイフナリ。シタフハ現在ニアリタル事ヲシタフナリ。人ノ行ヲ師ニシテ、其躰ヲシタフナドノ類ナリ。仮令シタフトハ、サキヘユクモノヲトムルコヽロ
27　
一、清見潟雲モマガハヌ波ノ上ニ月ノクマナル村千鳥カナ（順徳院百首
61）
マガハヌハ、雲モマガハサヌナリ。28　
続古
　
サラデダニソレカトマガフ山ノ端ノ有明ノ月ニフレルシラ雪
　
前大納言為家（続古今
668）
　　　　　
ヲキイヅル袖 タマラヌ雪ナラバ有明 月トミテヤ過マシ
　
逍遥院（再昌草
4488 ）
マヘノ哥ヲスコシノ用ヤウニテ如此アタラシキヤウナリ。29　
後撰
　
山風ノ花ノカヽドウフモトニハ春ノ霞ゾホダシナリケル（後撰
73）
後水尾院述・近衛基凞記『法皇御説聞書』攷43
カドウトハ、カドハカスナリ。古キ哥ニハ、カドハカスナドイフ所ニ、カドフトバカリモアリ。マガハヌモ、マギラカサヌトイフトコロニ、マガハヌトバカリモアルナリ。
30　
一、哉ドマリハ、伝授ナクテハヨマヌコ ナリ。
????
　
資料の閲覧・翻刻を御許可戴きました陽明文庫長名和修氏に、記して感謝致します。
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